
長野市の未来を語ろう「 みんなでトーク 2010・ながの」 報告書

市民感覚・市民目線を大切にしながら、本市の将来を幅広い年代の市民と共に考えていくため、

下記のとおり「長野市の未来を語ろう『みんなでトーク 2010・ながの』」を開催した。

１ キックオフ・トークの開催

国内外で活躍する方々を招き、「外から見た長野市」の視点から意見交換を行った。

(1) 日時：平成 22年 10 月 12 日(火) 18 時から

(2) 会場：ホテルメトロポリタン長野 ３階「浅間」

(3) 出演者：ゲスト 幡野保裕（ふるさと NAGANO 応援団メンバー、客船「飛鳥」元船長）

上村愛子（フリースタイルスキー選手）

上條麻美（元放送ディレクター、市内在住）

長野市長 鷲澤正一

コーディネーター 武田 徹（フリーパーソナリティ）

(4) 要旨：別紙 ＰＲのとおり

２ 年代別懇話会の開催

公募による市民と市職員とによる「① 18歳から 29歳まで」「② 30歳から 49歳まで」「③ 50

歳以上」の３つの年代別懇話会において｢長野市の将来｣について意見交換を行った。

(1) 年代別懇話会メンバー（※「Ｃ」＝コーディネーター）

① 18～29 歳：Ｃ 牛山美耶子（ＳＢＣアナウンサー）、公募市民７名、市職員５名

② 30～49 歳：Ｃ 山本 修（長野青年会議所理事長）、公募市民７名、市職員４名

③ 50歳以上：Ｃ 武田 徹（フリーパーソナリティ）、公募市民７名、市職員３名

(2) 開催経過

① 18～29 歳：9月 29 日、11 月 4日、11月 24 日、1月 18 日（計４回開催）

② 30～49 歳：9月 29 日、11 月 9日、11月 30 日、1月 25 日、2月 1日（計５回開催）

③ 50歳以上：9月 29 日、10 月 26 日、11 月 16 日、1月 12 日（計４回開催）

３ ファイナル・トークの開催

年代別懇話会のメンバーが一堂に会し、各懇話会で話し合われた内容や提案などを発表し合

い、さらに意見交換を行った。

(1) 日時：平成 23年 2月 10 日(木) 18 時から

(2) 会場：長野市生涯学習センター ４階 大学習室１

(3) 出席者：年代別懇話会メンバー全員、長野市長、武田 徹(総合コーディネーター)

(4) 各懇話会からの意見・提案内容

① 18～29 歳：「善光寺・ザ・夢公園」

② 30～49 歳：「自給自足の街 ＮＡＧＡＮＯ」

③ 50歳以上：意見・提案等を５つの視点で集約

資料３
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20代以下メンバー報告書

１

現在の中央通り

・ 全線歩行者天国
・ イベントの開催
・ マルシェの企画
・ 商店街の活性化

長野市を盛り上げよう！

２

うっしー てら（私） けいちゃんキヨピーみぽりん

１８～２９歳懇話会メンバー！！（あと８人います）

３

善光寺らしさを感じられる町並み

公園化により
もっと活気のある

商店街になるのでは

４

公園化のメリット
・信号機、道路案内板の撤去
・歩車分離

・善光寺への見通しが良くなる
・車の騒音や排気ガスがなくなる

・歩行者に優しい道路
・新鮮な農産物の提供
・消費者が求め易い環境

５

マルシェ

トンネル

バイオマス
バス

ベロ
タクシー

牛

映画

間伐材
ベンチ

バイオマス
研究所

千年の木

６
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20代以下メンバー報告書

出典：ズシウチヅクリ sayonara sankaku matakite shikaku
URL：http://fumitoco.exblog.jp/i9/2/

マルシェのイメージ ～コペンハーゲン～

マルシェ ＝ 市場

７

マルシェをのぞくと

地元産の蜂蜜
やジャム

新鮮な朝採れ野菜 自慢の果物

８

長野版マルシェのイメージ

９ １０

住民と観光客が触れ合える公園

全市民が観光大使

長野市の魅力を伝える

１１

昼間はスポーツ交流

イベント開催で

子供たちにも

魅力的に

１２
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20代以下メンバー報告書

夜は野外映画館に！

出典：Blog「スズキシンヤの覚書」
http://www.shinyasuzuki.com/

市民にとっても
観光客にとっても

ずっといたくなるような
魅力的な公園に

１３

樹齢１０００年の木を目指そう！！

将来の観光資源として

１４

バイオマスシティーながの

http://www.eeel.go.jp/ecoco/oshiete-sensei/01.html出典：環境省 ECO学習ライブラリー

地球環境に優しい
長野市へ

１５

出典：VEROTAXI Fukuoka partner
(http://velotaxifuk.com/sightseeing_tenjin.jpg)

ベロタクシー バイオエタノールバス

ベンチ牛車

ながの花と緑大賞２００８入賞作品
山崎 邦昭さん/『街のオアシス』

教育 環境

観光
１６

子供達に夢を与えるまちづくり

１７
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30～40代メンバー報告書

住民主体の『OMOIYARI』溢れる長野市づくり

みんなで トーク 2010・ながの

30～49歳

自給自足の街 ＮＡＧＡＮＯ

NAGANOを変える力
～すべてを自分たちで～

１

NAGANOに求められていること

 国・行政依存からの脱却

長野市自らのビジョンを掲げ

その実現の方向・方法の選

択についても独自に意思決

定し、住民の主体的な活動

ができる地域へ

 行財政の逼迫

 国主導の地域施策の限界

成熟社会、多様なニーズへ

の対応に限界

全国一律の地域開発から

個性のある地域づくり

地方分権・地方主権へ

NAGANO の時代へ

住民主体の地域づくり

住民自治協議会の活性化

NAGANO の固有性を生か
した NAGANO づくり

２

NAGANOづくりとは

 NAGANO づくりの定義

『NAGANO に暮らす人が、自

らの自発的な行動によって

NAGANOの資源（自然、景観、

歴史、文化、産業、生活、人材）

を生かしながら、

NAGANOの課題を解決し、

「よりよい暮らし」を実現してい

く取り組み』

 NAGANO づくりの条件

①活動のフィールドが「生活
の場」としての地域社会
であること

②地域住民主体の自発的
行為であること

③公益的な目的を持って地
域社会の問題解決のた
めに行われること

④活動の手段として地域資
源を活用すること

３

より良いNAGANOに向けて
NAGANOブランド形成

（1）モノのブランド化

地域イメージの

付加よって地域

の製品、産品の

競争力を高める

（2）地域全体のブランド化・暮らしのブラ
ンド化

『NAGANOに暮すことの豊かさを見

つめ、NAGANO固有の資源を活かし、
NAGANOに暮らすことの豊かさを体
現して、 NAGANOの魅力・価値をつ
くること』

魅力･価値が内外に支持、共感された結

果が新しいNAGANOブランドになる

一般的なブランドとは⇒差別化・優位性をもたらし選好性を高めるもの
４

NAGANOブランド形成 資源

（1）モノのブランド化

①そば

②Ｂ級グルメ焼き麺

③おやき

④りんご

⑤味噌

（2）地域全体・暮らしのブランド化

①地方分権 ⇒ 住民自治協議会

②環境 ⇒ 太陽光、リサイクル

③地産自消
・農業の発展 ⇒気候変動を考慮したワイン栽培、自
給率向上（農業の法人化）、食品産業･観光業・関連
企業の連携、食の安全性、少量多品目型の生産
学校給食等での地元野菜利用

・観光資源の活用 ⇒善光寺等（灯明まつり、びんずる
祭り、松代）

・企業の発展 ⇒ワイン工場誘致、信大と連携した知
識集約型企業誘致

・教育の発展 ⇒大学誘致、スポーツ選手育成

・子育ての充実

・介護の充実

・ボランティア精神の育成
５

NAGANOブランド形成の仕組み

目指すNAGANO像

住民 リーダー

継続力 コミュニケーション力 発信力

継続の仕組み
拠点となる組織

参加の仕組み
議論の場
学習の機会

情報発信の仕組み

外部の支援者
有識者

自給自足力＝自分たちでやる力

地域の暮らし

６
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30～40代メンバー報告書

NAGANOブランドと地域経済との関係

交流経済の構築

NAGANOの市場

農林業

飲食業

製造業

運輸業

小売・卸売業

観る
泊まる 遊ぶ

食べる

体験する買う

移動する

宿泊・観光業

７

NAGANO に暮らす人が、自らの自発的な
行動によってNAGANOの資源を生かしな

がら、様々な分野と連携することで

『自給自足力』＝『自分たちでやる力』
を推進し、自立したNAGANO を構築する。

金メダルを目指して

８
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50代以上メンバー報告書

長野市の未来を語ろう長野市の未来を語ろう

「みんなでトーク２０１０・ながの」「みんなでトーク２０１０・ながの」

５０歳以上懇話会５０歳以上懇話会

1

目目 次次

１１ 長野市のポテンシャル（潜在能力）長野市のポテンシャル（潜在能力）

２２ 広域連携等による定住人口の増広域連携等による定住人口の増

３３ 観光振興等による交流人口の増観光振興等による交流人口の増

①① 長野市全体長野市全体

②② 善光寺など中心市街地善光寺など中心市街地

③③ 中山間地域中山間地域

４４ 長野市を農業立国に長野市を農業立国に

５５ キーワードは「郷土愛・地域愛」キーワードは「郷土愛・地域愛」

①① 愛着あるまちづくりとコミュニティーの再生愛着あるまちづくりとコミュニティーの再生

②② 故郷を愛する次世代の育成故郷を愛する次世代の育成
2

１１ 長野市のポテンシャル（潜在能力）長野市のポテンシャル（潜在能力）

都会の人が何を求めているか。都会の人が何を求めているか。

農業、スキー、山登り、自然の豊かさ。採れたての野菜農業、スキー、山登り、自然の豊かさ。採れたての野菜

や果物や果物

パワースポット・癒し・信仰の対象（善光寺、戸隠、飯綱）パワースポット・癒し・信仰の対象（善光寺、戸隠、飯綱）

日本の真ん中（地勢的な特徴）日本の真ん中（地勢的な特徴）

→→ ハブ空港のような仕組みづくりハブ空港のような仕組みづくり

長野の弱みは、逆に強み。→長野の弱みは、逆に強み。→ 例えば「寒さ」例えば「寒さ」

「住みたい」とは何か。→「住みたい」とは何か。→ 気候、治安、教育の水準気候、治安、教育の水準

羨ましがられる潜在的なものを羨ましがられる潜在的なものを

総合的にプロデュースする。総合的にプロデュースする。 3

２２ 広域連携等による定住人口の増広域連携等による定住人口の増

広域圏では広域圏では5050万都市。将来、道州制に移行した場合万都市。将来、道州制に移行した場合

でも、行政の中心都市であり続けられるよう、あらゆるでも、行政の中心都市であり続けられるよう、あらゆる

面で広域を意識する必要あり。面で広域を意識する必要あり。

善光寺には全国から信者が集まる。癒しの場として善光寺には全国から信者が集まる。癒しの場として

長野市で余生を送りたい人が全国にいるはず。総合長野市で余生を送りたい人が全国にいるはず。総合

特区を活用し、市内特区を活用し、市内3232地区が一校一国のように全国地区が一校一国のように全国

の自治体と連携し、介護施設を受け入れる。の自治体と連携し、介護施設を受け入れる。

廃業したホテルをワンルーム・マンションに変え、健康廃業したホテルをワンルーム・マンションに変え、健康

な高齢者の施設に。な高齢者の施設に。

4

３３ 観光振興等による交流人口の増観光振興等による交流人口の増

①長野市全体①長野市全体

長沼長沼のの屋台屋台のように、各のように、各地区に文化財が眠っているの地区に文化財が眠っているの

ではないか。長野の祇園を復活させてはどうか。ではないか。長野の祇園を復活させてはどうか。

各地区各地区のイベントが個々別々に動いている。滞在型ののイベントが個々別々に動いている。滞在型の

観光客を呼び込めるように、連携して、開催日をずらし観光客を呼び込めるように、連携して、開催日をずらし

ながら連日イベントを行うなどの工夫が必要。ながら連日イベントを行うなどの工夫が必要。

日本は長寿の国。中でも信州は日本一。海外からの観日本は長寿の国。中でも信州は日本一。海外からの観

光の視点として、長寿県であること、高齢化社会の良い光の視点として、長寿県であること、高齢化社会の良い

面をＰＲした方が良い。面をＰＲした方が良い。

キーワードは「健康」と「善光寺」。中山間地域での生活キーワードは「健康」と「善光寺」。中山間地域での生活

も含めて、スローライフを提案する。も含めて、スローライフを提案する。 5

３３ 観光振興等による交流人口の増観光振興等による交流人口の増
②善光寺など中心市街地②善光寺など中心市街地

観光客にアピール観光客にアピールし、長野駅から善光寺に向かわせるし、長野駅から善光寺に向かわせる

ものが欲しい。ものが欲しい。善光寺が見える善光寺が見える「「スポットスポット」」が欲しい。が欲しい。

中央通り中央通りにに木陰でゆっくり休める場所木陰でゆっくり休める場所や、や、長野駅から善長野駅から善

光寺まで無料で乗り降りできる乗り物があると良い。光寺まで無料で乗り降りできる乗り物があると良い。

世界宗教者会議の開催を考えてはどうか。宗教のあり世界宗教者会議の開催を考えてはどうか。宗教のあり

方を発信し、世界に売り出すチャンス。方を発信し、世界に売り出すチャンス。

子供たちに善光寺のガイドをしてもらったら。子供たちに善光寺のガイドをしてもらったら。

観光で訪れたときなど、街に出るきっかけ、市街地を回観光で訪れたときなど、街に出るきっかけ、市街地を回

遊するきっかけは、日常的に賑やかな「あの界隈、あの遊するきっかけは、日常的に賑やかな「あの界隈、あの

横丁」があるかどうかだ。横丁」があるかどうかだ。 6
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50代以上メンバー報告書

３３ 観光振興等による交流人口の増観光振興等による交流人口の増

③中山間地域③中山間地域

中山間地域の振興は観光。各地域を観光の拠点にし中山間地域の振興は観光。各地域を観光の拠点にし

て、交通ネットワークで結ぶ。各地区が全国の都市とて、交通ネットワークで結ぶ。各地区が全国の都市と

姉妹都市を結んで、広域で活発に展開する。姉妹都市を結んで、広域で活発に展開する。

トレイルランには人が集まる。観光と兼ねるのも良い。トレイルランには人が集まる。観光と兼ねるのも良い。

信越トレイルの整備によって、里山の整備を。「自然」信越トレイルの整備によって、里山の整備を。「自然」

にスポーツや福祉などを組み合わせる。にスポーツや福祉などを組み合わせる。

森林の再生に資金は必要。信州ＤＣ、パワースポット森林の再生に資金は必要。信州ＤＣ、パワースポット

人気で戸隠は観光客が増えた。森を求める人と森を人気で戸隠は観光客が増えた。森を求める人と森を

再生したい人を結びつける方法を見出すことが必要。再生したい人を結びつける方法を見出すことが必要。7

４４ 長野市を農業立国に長野市を農業立国に

小規模な個人業でなく、世界に通じる産業として成り立小規模な個人業でなく、世界に通じる産業として成り立

つよう、日本の農業を変える必要がある。つよう、日本の農業を変える必要がある。

付加価値をつける農業をやり、農業に魅力を感じる付加価値をつける農業をやり、農業に魅力を感じる

まちにすることが大事。特に中山間地域を農業立国まちにすることが大事。特に中山間地域を農業立国

にしたい。担い手の高齢化が進んでいるので、新規にしたい。担い手の高齢化が進んでいるので、新規

就農支援の需要や受け入れ手はあると思う。就農支援の需要や受け入れ手はあると思う。

地産地消を進める。自給自足率をカウントアップして地産地消を進める。自給自足率をカウントアップして

「見える化」してはどうか。「見える化」してはどうか。

農業は成長・観光産業でもある。観光、地場産業、農農業は成長・観光産業でもある。観光、地場産業、農

業体験などを組み合わせた施設を造ってはどうか。業体験などを組み合わせた施設を造ってはどうか。 8

５５ キーワードは「郷土愛・地域愛」キーワードは「郷土愛・地域愛」
①愛着あるまちづくりとコミュニティーの再生①愛着あるまちづくりとコミュニティーの再生

住民自身が「ここに来れば憩える」まちづくり、定住者が住民自身が「ここに来れば憩える」まちづくり、定住者が

便利に感じ、自慢できるまちづくりが大切。便利に感じ、自慢できるまちづくりが大切。

中心市街地に魅力や便利さが無くなった。近所で中心市街地に魅力や便利さが無くなった。近所でのの買買

い物い物やや、安心して住める環境、安心して住める環境がながなければ、愛着は湧かければ、愛着は湧か

ない。人中心のまちづくりをデザインすることが必要。ない。人中心のまちづくりをデザインすることが必要。

地域を愛し、大きな見地でまちを発展させる「大人の心」地域を愛し、大きな見地でまちを発展させる「大人の心」

が失われている。郷土愛を培が失われている。郷土愛を培いい、、市の市の発展に発展につなげるつなげる。。

地域のまとまりや隣近所の協力がなくなった。共生の姿地域のまとまりや隣近所の協力がなくなった。共生の姿

を示せたら、魅力ある市になる。地域ぐるみを示せたら、魅力ある市になる。地域ぐるみのの取り組取り組みみ

がが、自分たちのまちを考え、郷土愛を育むことになる。、自分たちのまちを考え、郷土愛を育むことになる。 9

５５ キーワードは「郷土愛・地域愛」キーワードは「郷土愛・地域愛」
②故郷を愛する次世代の育成②故郷を愛する次世代の育成

今の子どもたちは、山や自然と親しむことがない。大人今の子どもたちは、山や自然と親しむことがない。大人

たちがボランティアで、子どもたちを自然に親しめる大たちがボランティアで、子どもたちを自然に親しめる大

人にする。人にする。

子どもには「経験させること」が大切。その子が将来、子どもには「経験させること」が大切。その子が将来、

自分の子どもに自分の故郷を語れるか、県外にいても自分の子どもに自分の故郷を語れるか、県外にいても

故郷を応援したいという気持ちになれるかが重要。故郷を応援したいという気持ちになれるかが重要。

「都会のホワイトカラー」から「自然の中で作物を」とい「都会のホワイトカラー」から「自然の中で作物を」とい

う人材をつくる。人間として根本的な部分、知恵や価値う人材をつくる。人間として根本的な部分、知恵や価値

観の教育、地域での教育が大事。観の教育、地域での教育が大事。

４年制大学が必要。医療・福祉・介護・教育・芸術等。４年制大学が必要。医療・福祉・介護・教育・芸術等。10
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